
加
茂
遺
跡
周
辺
で

「
×
家
郷
」
と
表
記
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
の
は
加
賀
郡
内

の
井
家
郷
及
び
駅
家
郷
で
あ
り
、
ど
ち
ら
で
あ
る
か
は
決
し
が
た
い
。
木
簡
の

時
期
に
つ
い
て
は
整
理
中
で
も
あ
り
不
詳
だ
が
、
平
安
時
代
に
属
す
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

（和
田
龍
介
）

石
川
・加
茂
遺
跡

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐６２

所
在
地
　
　
　
石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
加
茂

。
舟
橋

調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
六
月
～
九
月

発
掘
機
関
　
　
津
幡
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
中
嶋
徹
郎

・
戸
谷
邦
隆

遺
跡
の
種
類
　
官
行
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
前
期

（主
に
九
世
紀
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

加
茂
遺
跡
は
、
河
北
潟
東
岸
の
丘
陵
裾
部
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
後
期
か
ら

古
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
主
体
は
平
安
時
代
前
期
で
、
『和
名

抄
』
に
見
え
る

「英
多
郷
」
に

含
ま
れ
る
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

側
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
よ
り
、　
一
九
九

四
年
に
は
古
代
北
陸
道
と
み
ら

れ
る
道
路
遺
構
が
、
ま
た
二
〇

幡

。
。
年
に
は
い
わ
ゆ
る

「加
賀

津

郡
膀
示
札
」
が
出
土
し
た
の
を

受
け
、
津
幡
町
教
育
委
員
会
が

654321
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遺
跡
の
性
格
把
握
の
た
め
の
詳
細
分
布
調
査
を
二
〇
〇

一
年
よ
り
行
な
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
鬼
瓦
を
含
む
瓦
類
を
伴
う
礎
石
建
物
を
検
出
し
、
近

く
の
溝
か
ら
は
施
設
名
を
表
す
と
思
わ
れ
る

「鴨
寺
」
の
墨
書
土
器
が
数
点
見

つ
か
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
区
は
膀
示
札
出
土
地
点
か
ら
北
西

へ
約
三
〇

〇
ｍ
、
礎
石
建
物
よ
り
西
へ
約

一
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
あ
た
る
。
隣
接
す
る
地
点

か
ら
直
径
二
五
伽
程
度
の
柱
根
列
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
広
が
り
も
期
待

さ
れ
た
。
調
査
面
積
は
約
五
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
柱
根
列
は
今
回
の
調
査
区
に
は
広
が
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
、
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物
群
を
検
出
し
、
こ
れ
と
柱
根
列
の

間
に
二
列
の
板
塀
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
構
築
物
は
主
軸

が
ほ
ぼ
同

一
方
向
で
あ
り
、
計
画
的
な
土
地
利
用
が
窺
え
る
。
後
述
す
る
出
土

遺
物
と
建
物
状
況
か
ら
、
何
ら
か
の
公
的
施
設
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
建
物
群
の
脇
を
流
れ
る
幅
約
七
ｍ
の
大
溝
の
下
層
か
ら
三
点
出
土

し
た
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
「曹
」
「中
家
」
「内
」
「英
太
」
な
ど
、
数
十
点
に
及

ぶ
墨
書
土
器
も
出
土
し
た
。
溝
の
深
さ
は

一
番
深
い
箇
所
で
約

一
。
四
ｍ
を
測

り
、
扶
る
よ
う
に
急
激
に
深
く
な
る
断
面
形
態
を
も
つ
。
所
々
に
細
い
杭
が
打

た
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
人
為
的
な
改
変
が
行
な
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

木
簡
の
年
代
は
、
共
伴
遺
物
か
ら
み
て
九
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

英

太

汁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
ド
∞
『
Ｘ

］
契

Ｎ

儲

Ｐ

②

　

閏
十
月
使
使
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中こ
溢
凝
⇔
儲
Ｐ

〔道
凸
〔道
也

①

　

□
道
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜∞∀
中泉
］
寓
∞

い
は
上
下
両
端
と
も
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
は
滑
ら
か
に
調
整
さ
れ
て
い
る

が
、
墨
痕
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。
地
名
と
思
わ
れ
る

「英
太
」
と
数
量
を
表

す

「片
」
の
上
の
欠
損
部
に
は
、
品
名
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

②
も
上
下
両
端
と
も
欠
損
し
て
い
る
が
、
表
記
は
完
結
し
て
い
る
。
墨
痕
は

比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。
「県
」
を
聞
十
月
に
遣
わ
し
た
と
い
う
内
容
で
、
人
名

「県
」
も
地
名

「英
太
」
も
同
じ
ア
ガ
タ
で
あ
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

０
は
、
ご
く
薄
い
板
に
記
さ
れ
た
習
書
木
簡
で
あ
る
。
板
に
は
孔
が
穿
た
れ

そ
こ
に
桜
の
皮
が
通
さ
れ
裏
面
で
結
ば
れ
て
い
る
。
曲
物
の
破
片
に
習
書
し
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
文
字
と
孔
と
の
先
後
関
係
は
判
別
し
が
た
い
。

な
お
、
本
簡
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。

（戸
谷
邦
隆
）
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